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L 

屯
世
の
農
家
経
済
本

庄

栄

治

部

我
図
の
近
世
、
卸
も
徳
川
時
代
に
於
て
は
一
般
に
士

農
工
商
の
語
が
行
は
れ
、
農
は
本
な
h
商
工
業
は
末
な

bJ
ご
い
ふ
思
想
が
存
在
し
て
、
表
面
上
農
民
は
武
士
に

亜
い
で
重
要
な
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
農
民
の

貫
一
際
の
牛
一
活
版
態
は
買
に
惨
じ
め
な
も
の
で
あ
っ
て
、

彼
等
は
常
に
一
暴
手
一
投
足
に
拘
束
を
受
付
、
些
細
な

る
黙
に
至
る
ま
で
制
限
を
加
へ
ら
れ
、
た
い
租
税
を
験

す
た
め
の
み
に
生
存
せ
る
が
如
き
憐
れ
な
朕
態
で
ゐ
っ

た
o

従
っ
て
農
民
の
都
舎
に
流
入
す
る
も
の
も
少
か
ら

争
、
農
村
の
粉
、
弊
を
生
じ
た
-
』
之
は
、
営
時
の
事
者
も

之
れ
'T
論
や
る
所
で
あ
る
o

勿
論
、
地
方
に
よ
っ

τ農

民
困
窮
の
程
度
は
多
少
異
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、

生
活
の
悲
惨
で
あ
っ
た
唱
』
百
は
全
国
的
の
も
の
で
あ
っ

た
。
此
等
の
ζ

E
は
阪
に
私
の
屡
I
論
じ
た
所
で
あ
っ



て
、
今
夏
こ
れ
を
繰
返
す
わ
げ
で
は
な
い
ー
が
、
蕊
じ
は

ぞ
れ
等
の
紋
況
を
研
究
す
る
側
面
的
の
会
考
資
料
ご
し

て
、
徳
川
時
代
に
お
け
る
農
家
の
経
済
に
就
い
て
の
こ

三
の
材
料
を
示
古
う
Z
思
品
。

一-

v
p
b
h
 

第
一
例
は
無
名
氏
著
「
上
言
し
に
出
づ
る
所
の
資
暦
三

年
(
西
岡
崎
一
七
五
三
年
)
の
計
算
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は

資
暦
同
年
正
月
の
序
文
が
め
り
、
淵
本
博
士
の
解
題
に

よ
れ
ば
「
文
中
江
刺
郡
云
々
の
言
あ
る
を
見
れ
ば
、
按

ム
に
必
.
仙
荷
量
の
人
が
主
(
務
主
へ
差
出
し
た
る
上
言
者

な
る
べ
し
」
ご
ゐ
品
。
先
つ
「
中
民
以
下
一
通
り
の
御
百

姓
一
家
の
田
畑
高
一
貫
文
耕
業
仕
候
損
盆
有
ら
増

L
左

に
申
上
候
。
同
家
の
大
本
に
御
座
依
へ
ば
御
傍
目
明
白

に
有
之
候
は
ん
義
に
奉
存
候
へ
ど
も
、
民
間
の
勘
定
聞

せ
上
申
皮
相
記
し
申
候
』
ご
述
べ
て
、
そ
の
計
算
を
掲

げ
て
居
る
。
原
文
の
艇
を
引
用
す
れ
ば
失
の
如
く
で
あ

4
0
0
 

...， 
高
此一
作品質
徳円文
f世田

1'tf~ 

雑

録

田
代

λ
百
文
川
六
反
歩
よ
り

米

十
二
石
九
斗
六
升

畑
代
二
百
文
畑
凹
反
歩
よ
り

大
豆

四
石
也

右
の
内

一
貫
文
六
石
七
斗
五
升
銘

卦民

五
石
凹
ヰ
也

四
分
一
大
豆

大
豆

λ
斗
七
升

指
L
引
幾
米
大
一
旦

米

ハ
石
=
斗
同
升

八
百
文

二
百
文

一
大
豆

ニ
石
入
斗

右
の
二
品
貢
梯
候
代
金

近
世
の
農
家
組
梼

第
十
九
巻

(
第
ム
ハ
統
一
四
=
一
)

但

L
高
田
代
一
貫
文
七
反
五
せ
な

b

L
、
山
ハ
以
歩
の
井
即
千
λ
百
刻
、
其

年
四
例
宅
中
よ
り
土
に
て
一
梓
よ
り

籾
一
升
二
合
に

H
此
概
=
十
一
石
六

斗
よ
り
出
る
六
A
n
挽
の
柿
り
、
J

引
の

外
商
代
井
鵬
苗
和
杭
分
且
ζ

み
に
仕

候恒
し
大
耳
目
外
婆
大
根
聾
架
科
離
同
要

職
比
外
山
柏
市
付
申
候
一
、

y
も
、
大

要
大
根
其
件
と
も
に
扶
持
F

方
不
足
に

ワ
き
来
に
取
合
同
町
、
綻
料
に
刷
唯
候

位
向
日
ん
に
利
加
へ
友
情
申
候
、
葉
大
豆

は
馬
か
ひ
料
に
仕
候

も仕持候凡ーて比
に仮場に九依六世
、地付升凹石凹

!s<五い1まヰヒヰ
耕斗ヰて.五斗王
朝E六五上升二升
俵升升々入升ー入
土程入品目 -1" 
納づ嗣が名但ニ
棚、年き日 L俵
臓に買米に桐相
入でー上て年場
料日1依納円買米
と弗は仕斗米に

ひに此

方て依
同一一
蹴石俵
に二と
制斗四
座ヰ
依但ニ
しチト
品川
々揚
有
最大

排立

此
貰
企
九
切
六
分
也
相
場
米
一
切
に

制
式
斗
五
升

此
賀
代
凹
首
二
百
文
同
五
ヰ
入
一
俵

に
付
七
官
五
十
文

九
切
六
分
ご
四
寅
二
百
文

九
=
一
五

， 
拙著「紐梼史考J300買以下，r日本位骨史j2ロ頁以下
「日本紐済叢書」管λに牧む(523頁以下参照)1:1 ':'"に引用せるものは篤本(右
叢書の底本)に校合ナ。
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開



雑

近
世
田
農
家
組
済

錐

右
金
代
に
査
し
米
大
豆
寅
上
代

文
代
相
場
一
貫
五
十
丈

右
代
の
内

一

今

代

七

百

七

十

ニ

文

畑

方

一

今

代

九

百

五

十

文

四

色

小

佼

一

今

代

五

十

文

一

銭

か

け

代

一

今

代

五

百

主

小

役

人

足

代

高

一

貫

文

十

人

づ

A

五
口
合
今
代
二
貰
四
百
二
十
三
文

此
今
代
へ
相
場
相
掛
二
貰
五
百
四
十
四
文

但
L
小
制
帳
桐
年
貢
に
上
納
仕
る
分

一

代

一

貫

三

百

丈

但

L
大
冊
入
村
砕
入
方
荷
ワ
な
る
き

大
駿

一

代

百

凡

十

九

丈

百

珂

古

代

百

W
H
丈
}
人
此
金
十
八
切

に
且
請

一
代
五
百
六
十
七
文
御
良
夫
代
百
買
丈
三
人
見
詰
立
段
右

に
同

一

代

二

百

丈

材

開

川

入

給

分

四

銀

掛

右
四
口
合
代
二
貫
二
一
百
五
十
六
文

但
L
肝
入
方
へ
相
納
候
分

暁
子
秘
買
代
二
斗

E
升
分

但

L
高
一
貫
主
の
旧
蜘
耕
業
仕
候
百

姓
一
家
白
人
監
老
幼
五
人
に
仕
り
右

扶
持
斑
一
人
に
吋

-
H玄
米
一
一
合
凹

タ
づ
込
一
日
三
度
食

L
帳
分
一
度
に

凡
タ
積
り
宜
人
に
て
一
日
一
升
ニ
合

正
月
朔
日
よ
り
九
月
十
日
ま

τ白
血

百
二
十
日
分
此
来
三
石
買
代
末
相
場

拾
四
寅
二
百
人
十

一
代
二
百
十
二
文

一
代
四
賀
入
百
四
十
五
文

第
十
九
谷

(
第
六
娘
一
四
回
)

九一一一六

一
代
六
百
文

へ椛令右撞五 A時仕ひて'臣官
候米あ昧一人-，骨りなは九に
分入はB骨斗分人大如、新見同
二升せ大プぐ に豆此〈来十じ
令買豆司令I凹だ柵 4ー
あ代 四買 き斗け年日汁
は布斗代ー賀等貫ょに
せ昧へー ケ代の引り什
H骨相昨年一越排十十
大 加三 λ 升 りひニプミ
豆へ十升十物仕月丈
へ 候九イコ五依候晦-
4日 分づ も文来、日分
加山 L りづに Lま五

一
代
二
百
三
十
二
文

一
代
百
二
十
九
文

一
代
二
百
九
十
文

様年匙米儀者阿保有年づ姐
の，~に二見柵識 の中け一
物時相斗持ひ方 井五華ヰ
賀餓哨買{'C婚fナ は人色買
代山候代曲眉 木分々代
古刀分年非寺 田薪に年
物銭大q・持法 葉代相中
仕其穿乞歳事仙春月jな
り件等生募謂枝秋侠め
直震 2.碩年初帯五分捜
し脊玩非酷穂手百 ひ
共桶告人隼染 v'まL.
にU 如諸諸賃ろづ を
ち比働枇盤ひゐ 菜

一
代
一
貫
丈

一
代
一
貰
五
百
文

一
代
三
百
二
十
三
文

一
代
一
度
文

一
代
二
民
文

阿
茶
刑
昨
小
肴
燃
し
格
年
買
代

一
代
五
賀
丈

同
五
人
分
衣
類
置
棋
雄
子
配
潜
入
方

蓑
笠
ゆ
「
下
帯
等
の
布
木
細
目
代
-

人
に
付
一
貫
文
づ
L

此
十
三
口
合
代
十
大
震
二
百
五
十
一
文

右
三
口
合
代
二
十
一
貫
五
十
一
文



但
L
高
一
貫
丈
耕
作
仕
候
て
、
米
大

豆
上
納
白
井
残
最
大
豆
抑
物
に
仕

p

前
に
相
詑
申
卦
百
貰
央
闘
買
夫
代
一

人
大
切
づ
L

下
L
玉
は
り
候
、
代
高

一
貫
文
に
割
返
し
商
取
申
分

指
引
六
賞
五
百
十
九
文
不
足

但

L
賢
暦
三
年
幕
。
諸
相
場
E
以
相
起
し
申
伎
、
豊
凶
に
よ
り
高

直
下
直
仕
り
候
得
共
貨
と
り
損
盆
有
之
候
故
大
蛇
相
積
り
蜘
此
」

右
の
計
算
は
甚
だ
煩
演
で
あ
り
、
文
意
の
了
解
し
難

き
所
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
田
畑
高
一
貫
文
(
剛
一
出
陣
)

を
耕
作
し
て
、
年
一
真
実
他
の
上
納
を
差
引
け
ば
残
り
は

十
四
貫
二
百
人
十
文
正
な
る
。
一
家
五
人
暮

L
t
し

て
、
十
分
節
約
し
て
も
一
人
に
付
き
約
四
寅
二
百
十
文

づ
、
の
諸
経
費
を
要
す
る
か
ら
、
五
人
合
計
で
は
二
十

一
貫
五
十
一
文
ご
な
り
、
結
局
の
計
算
で
は
六
貫
五
百

十
九
文
の
不
足
芭
な
る
芭
設
か
れ
て
ゐ
る
。

か
〈
の
如
(
耕
作
だ
け
で
は
到
底
生
活
L
得
F
る
も

の
で
あ
Z
が
、
そ
の
生
活
を
績
け
る
た
め
に
は
、
大
市
営

米
の
内
へ
楽
大
根
粟
稗
等
を
交
へ
て
食
物
Z
P
L
、
或
は

駄
賃
或
は
遊
手
通

ι者
等
の
夜
歩
夫
侍
馬
等
に
雇
は
れ

な

E
L
て
漸
〈
そ
の
生
活
を
績
げ
行
〈
も
の
で
あ
る
。

故
に
夏
は
一
知
椎
子
古
て
腹
切
の
大
布
を
用
ひ
、
寒
気
の

節
に
は
幡
子
へ
苧
か
す
を
綿
に
入
れ
街
、
5
し
わ
ん
ば
り

近
世
の
農
家
向
臨
時
間

内
一
、
十
四
貰
二
百
λ
十
文

一
、
二
百
五
十
二
文

難
】
一
録

芭
名
付
、
寒
気
を
防
「
の
で
あ
る
。
『
右
の
如
き
御
百

姓
は
中
よ
h
以
下
の
者
に
候
。
其
れ
よ
り
中
、
上
正
直

々
に
御
座
候
へ

Y
E、
大
抵
右
の
通
り
が
一
通
り
農
人

一
家
持
高
一
貫
よ
り
働
き
出
し
候
分
量
に
御
座
候
。
左

候
へ
ば
御
団
地
耕
業
仕
候
者
は
却
て
損
失
の
方
に
相
見

得
候
故
、
猿
か
し
こ
き
者
は
段
々
末
業
じ
相
同
り
申

候
』

=一

第
二
例
は
須
田
幹
三
氏
が
「
帝
閥
農
曾
報
」
第
八
巻
五

就
に
掲
載
古
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
保
年
中
水
戸
藩

の
田
制
夏
草
に
際
L
、
潮
悲
郷
に
於
て
、
文
化
十
年
よ

り
天
保
入
年
ま
で
の
卒
年
の
上
村
下
材
の
農
家
経
済
を

調
査
苫
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
由
る
ご
上
村
の
部

に
属
す
る
は
、
潮
来
延
方
湯
村
々
で
あ
っ
て
、
耕
地
も

庚
〈
山
坂
も
無
〈
、

3
h
t
て
、
薪
取
に
一
指
支
も
な

ぐ
、
田
畑
助
け
に
藻
草
菰
刈
入
等
に
も
勝
手
よ
〈
、
極

勤
勉
な
も
の
は
男
女
雨
入
に
て
米
五
十
俵
か

ι六
十
俵

ま
で
も
取
入
れ
る
程
で
あ
る
が
、
中
間
一
町
歩
三
十
石

の
牧
穫
さ
見
て
、
御
年
貢
日
米
食
用
米
種
籾
等
を
差
引

き
ず
る
ご
、
獲
る
所
十
五
石
九
斗
二
升
三
合
、
こ
れ
を

一
員
却
し
て
十
五
両
三
分
ニ
朱
、
本
百
九
十
二
丈
、
延
三

四暦1813-1837年報

第
十
九
番

{
第
六
斑
一
四
五
)

九
三
七



雑

録

近
世
の
農
家
騨
済

第
十
九
巻

(
第
六
競
一
岡
山
ハ
)

九
三
人

百
十
六
文
正
な
る
。
そ
れ
か
ら
諸
掛
b
を
差
引
い
て
十

四
両
一
分
二
品
阜
、
銭
四
百
九
十
四
文
の
牧
盆
吉
な
る
o

畑
作
で
は
中
畑
三
反
三
畝
歩
に
市
営
を
作
っ
て
掲
袋
二
石

五
斗
五
升
を
得
、
大
豆
を
作
っ
て
吹
穫
大
豆
二
省
二
斗

を
得
品
。
そ
の
内
か
ら
食
料
種
奏
諸
掛
等
を
引
き
野
菜

業
他
畑
作
会
健
で
金
二
分
銭
四
百
二
十
二
丈
が
残
る
勘

定
正
な
っ
て
居
る
。
然
し
以
上
の
外
に
冠
婚
葬
祭
の
費

用
、
職
人
手
間
賃
、
農
具
手
入
、
肥
料
業
他
生
活
費
等

宇
差
引
げ
ば
、
結
局
田
畑
の
耕
作
に
よ
っ
て
、
金
六
両

三
分
鋭
大
百
五
十
文
の
残
存
芭
な
る
。

衣
に
下
村
に
属
す
る
も
の
は
永
山
富
田
遁
の
土
地
で

あ
っ
て
、
用
水
に
乏
し
〈
、
土
剛
き
古
田
の
場
所
も
ゐ

り
、
銘
々
岡
井
の
汲
水
に
て
耕
植
す
る
も
、
手
数
の
多

〈
hr
、
る
蕗
で
あ
っ
て
‘
男
女
雨
入
に
て
米
四
十
四
五

俵
か
ら
五
十
俵
も
取
入
る
れ
ば
、
村
内
で
は
屈
指
の
勤

勉
家
Z
さ
れ

τ
ゐ
る
地
方
で
あ
る
。
主
(
虞
で
中
国
一
町

歩
の
牧
穫
米
二
十
石
、
中
畑
五
反
歩
の
姿
作
の
牧
穫
掲

安
三
石
、
大
豆
芙
他
の
畑
作
を
試
み
、
前
同
様
の
支
出

生
活
費
等
を
控
除
し
て
、
結
局
最
後
に
獲
る
己
こ
ろ
の

も
の
は
金
一
両
三
分
三
永
、
銭
一
貫
四
十
文

t
計
算
3

れ
て
居
る
。

回

第
三
例
は
安
政
ニ
私
大
久
保
仁
掃
の
著
「
富
国
強
兵

'M* 

問
答
」
に
武
州
豊
島
郡
侍
馬
場
の
老
農
の
談
ぜ
し
て
記

さ
れ
て
居
る
露
で
あ
る
。
郎
も
目
(
「
良
農
夫
一
人
、

妻
一
人
.
聞
き
時
に
は
日
一
一
雇
一
人
を
顧
み

τ都
て
三
人

に
て
回
一
町
を
耕
す
ぺ
し
、
而
し
て
種
一
刷
用
を
蒔
て
穀

四
十
斜
計
h
J
e
r
獲
ぺ
し
、
是
を
摺
て
米
二
十
併
も
有
る

ぺ
し
。
御
年
貢
諸
掛
b
五
刷
所
を
納
め
て
濃
か
十
五
斜
計

τ

り
も
あ
り
ご
し
て
、
其
内
五
斜
は
回
の
地
主
へ
納
め
、

会
〈
十
斜
計
b
が
作
得
な
る
ぺ
し
。
ヌ
畑
五
段
計
b
を

萩
し
て
大
根
二
高
五
千
枝
を
得
る
ぜ
す
。
但
し
一
段
五

千
根
の
積
h
な
b
o
是
を
責
て
銭
百
品
川
五
貫
文
計
り
に

な
る
べ
し
。
但
し
一
根
立
文
二
分
の
積
h
Z
す
。
此
内

糞
代
五
十
貫
を
引
き
、
又
江
戸
へ
の
舟
賃
ニ
両
二
分
、

運
送
の
駄
賃
四
十
貫
を
引
き
、
残
h
廿
入
賞
七
百
五
十

支
計
り
が
、
会
〈
得
分
芭
知
'pq主
ふ
べ
し
。
相
掛
又
此
五

段
の
内
三
段
計
h
へ
商
習
を
作
h
て
六
細
川
計
与
も
得
ぺ

し
、
御
年
一
貝
三
貰
程
を
上
納
し
て
残
り
廿
五
貫
七
百
五

十
文
計
h
に
充
つ
べ
し
。
此
金
四
両
計
b
z
す
。
然
ら

ば
米
十
刷
用
安
六
餅
を
一
夫
一
婦
一
年

ω辛
苦
料
Z
な
し

て
、
是
内
よ
b
夫
婦
の
食
ひ
扶
持
、
後
三
筋
六
斗
、
米

特困層1855年
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一
向
帰
依
を
引
き
、
又
日
雇
の
食
ひ
扶
持
米
五
斗
姿
一
斜

八
斗
を
引
き
、
正
月
の
餅
米
三
斗
徐
正
穏
穀
一
刷
所
を
引

き
、
叉
子
供
め
れ
ば
、
共
食
料
一
人
に
九
斗
計
り
さ
積

り
、
叉
親
恩
赦
奮
の
曾
食
ニ
斗
計
り
を
引
き
て
、
米
七

刷
用
二
斗
計
h
を
残
す
ぺ
し
、
此
金
七
両
徐
に
充
ワ
ペ

L
。
畑
の
得
分
Z
相
合
し

τ十
一
二
両
口
は
過
「
べ
か

ら
十
。
扱
叉
此
内
よ
h
説
、
茶
、
油
紙
の
費
ひ
ニ
両
計

h
、
農
具
の
債
ひ
家
具
の
料
共
に
年
分
二
両
計
b
、
薪

炭
の
料
一
両
徐
与
、
夫
婦
子
供
の
衣
服
共
に
一
一
向
二
分

俄
ー
り
ご
な
し
、
表
を
迦
ひ
歳
を
迭
h
、
魂
純
明
年
忌
備
事

の
入
用
二
両
依
り
日
震
の
給
分
一
両
二
分
依
h
、
親
嵐

故
替
の
一
菅
信
贈
答
一
両
計
h
ご
な
し
て
、
都
て
十
両
徐

を
引
き
、
残
る
慮
僅
か
に
二
三
分
に
不
遇
、
放
に
風
寒

着
岬
備
に
侵
き
れ
、
二
一
月
も
怠
惰
す
れ
ば
、
牧
穫
に
損

あ
h
て
墜
築
の
料
に
事
快
〈
ぺ
し
、
量
酒
色
に
耽
糊
架
す

る
の
脇
田
財
あ
ら
ん
や
」

t
。

亙

以
上
の
一
三
例
、
何
れ
ち
時
を
異
に
し
慮
を
異
に
す
る

が
故
に
、
直
に
こ
れ
を
比
較
し
て
以
て
嘗
時
の
農
家
経

済
の
奴
態
を
数
字
的
に
確
言
す
る
こ
ご
は
出
来
ぬ
9

其

の
あ
る
も
の
は
不
足
し
、
あ
る
も
の
は
多
少
の
徐
裕
ゐ

旬
、
あ
る
も
の
は
徐
裕
な

L
Z
論
じ
て
居
る
が
、
兎
に

近
世
申
農
家
鯉
唱

華書

能

角
多
少
の
徐
裕
ゐ
り
し
に
も
せ
よ
、
そ
は
殆
ん
ど
V
ふ

に
足
ら
ぬ
も
の
で
ゐ
り
、
商
工
民
な
ど
の
生
活
朕
態
Z

比
す
べ
か
ら
ざ
る
二
芭
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
蛍
時
の
農

民
の
生
活
が
、
窮
迫
せ
る
扶
践
に
あ
っ
た
こ

t
r
け

は
、
明
か
に
認
む
る
こ

Z
が
出
来
る
。

第
三
例
の
老
農
の
談
に
担
割
し
て
著
者
大
久
保
仁
藤
は

『未

r英
一
を
知
て
其
他
を
知
6
5
る
の
曾
計
な
り
。

抑
々
練
馬
は
大
都
近
郷
に
し
て
、
共
産
す
る
慮
、
何
是

れ
ご
な
〈
利
潤
を
得
や
す
く
、
是
を
以

τ民
生
自
ら
怠

惰
し
安
〈
、
ゃ
、
も
す
れ
ば
商
家
の
業
仁
因
循
し
や
す

〈
、
反
て
家
産
を
失
ム
者
多

L
」
正
論
じ
て
ゐ
る
が
、

然
し
嘗
時
の
農
民
生
活
の
憐
れ
な
も
の
で
あ
っ
た
・
』
ご

は
敢
て
否
定
し
て
は
居
な
い
。
卸
ち
回
〈
「
是
本
土
に

農
政
の
道
、
最
も
明
な
ら
ぎ
る
の
失
正
す
。
敢

τ民
生

の
科
ご
も
怨
し
が
た
し
。
況
や
諸
侯
の
領
固
に
於
け
る

や
、
思
ひ
々
々
の
苛
政
行
は
れ
、
民
の
如
き
は
其
困
苦

言
語
の
及
ぶ
吋
き
な
ら
守
、
是
を
以
て
民
生
滅
泊
す
る

を
恐
れ
て
出
国
を
厳
禁
せ
る
園
多
し
ご
い
へ
ど
も
、
人

別
の
曾
て
衆
き
を
不
加
、
良
回
年
月
を
重
ね
て
荒
地
ご

な
れ
ど
も
、
牧
課
年
々
に
相
加
へ
て
、
苛
酷
ぜ
な
る
こ

ご
多
き
は
、
費
に
可
嘆
の
甚
し
き
な
ら
十
や
」

E
。

前
指
の
「
上
言
」
に
も
、
百
姓
の
生
活
の
憐
れ
な
る
も

第
十
九
巻
(
第
六
銃
一
回
士
)
九
三
九



近
世
白
農
家
経
済

の
な
る
こ
Z
を
遮
ぺ
て
、
次
の
如
〈
設
い
て
居
る
。
「
元

来
百
姓
の
儀
は
出
生
以
来
耕
作
に
計
り
相
ひ
ロ
h
居
候

ゆ
へ
、
仮
A
T
何
程
の
損
失
有
之
候

τも
、
よ
(
患
の
渡

世
仁
仕
か
へ
可
申
様
も
無
之
、
一
生
田
畑
に
す
が
h
居

候
義
に
御
座
候
。
産
業
た
ば
こ
格
・
奥
座
・
葱
・
表
・
笠
或

は
紙
・
綿
・
紅
花
・
か
ひ
ニ
・
布
木
綿
或
は
茶
・
酒
・
油
・
蝋

燭
・
入
百
屋
・
魚
撞
の
倍
な
み
、
或
は
山
林
の
炭
・
薪
・
曲

ゲ
物
・
指
物
・
干
物
細
工
或
は
織
物
・
編
物
等
、
町
場
仁

御
座
候
へ
ば
裳
寅
人
宿
ご
菓
子
・
沓
・
草
乾
の
小
商
ひ
、

積
々
の
産
業
耕
作
中
に
取
ま
骨
相
胤
み
相
績
仕
る
に
て

候』
o
然
し
働
い
て
利
盆
の
あ
る
も
の
は
某
努
を
忘
れ

τ

怠
ら
予
勤
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
働
い
て
も
刺
盆
の
な

い
Y

も
の
は
悠
れ
て
惰
気
を
生
じ
、
働
か
守
し
て
利
盆
ゐ

る
も
の
は
怠
惰
に
陥
る
。
商
工
は
第
一
種
、
小
農
は
第

二
種
・
俸
緑
に
衣
食
1
る
者
、
大
農
大
商
の
類
は
第
三

積
仁
属
す
る
o

郎
も
『
農
工
商
の
一
中
民
一
通
り
の
者
の

所
業
の
内
に

τ、
農
ほ
ど
利
盆
少
き
は
無
之
候
、
工
商

の
二
民
は
其
業
一
品
仁
て
妻
子
十
分
に
養
育
仕
h
、
其

業
を
つ
芭
む
る
に
随
て
利
晶
画
相
見
得
候
ゆ
へ
、
其
持
を

忘
れ
自
ら
相
胤
み
候
。
農
業
は
其
一
口
聞
に
て
は
何
様
に

も
相
績
可
仕
様
無
之
ゆ
ヘ
、
右
の
粂
業
積
々
相
糊
み
候

蕗
、
某
に
て
も
得
盆
無
之
候
へ
ば
、
身
上
働
き
仁
蝕
れ

雑

録

(
第
六
競
一
回
入
)

候
ゆ
へ
惰
気
を
生
C
、
博
実
組
へ
相
入
か
、
又
は
商
工

の
末
業
に
奔
h
候
。
其
内
も
繰
合
室
き
民
田
畑
相
熔
仁

て
召
仕
を
も
扶
持
仕
り
、
農
の
所
盆
相
見
得
候
者
は
、

叉
其
労
を
忘
れ
て
不
怠
し
て
相
胤
み
候
。
大
抵
工
商
の

田
畑
無
之
者
は
、
御
判
紙
役
僅
か
上
納
仕
る
計
、
り
仁

て
v

諸
郡
役
諸
つ
な
る
き
一
回
相
出
し
申
儀
無
之
候

所
、
御
百
姓
の
銘
に
で
僅
か
五
文
の
畑
高
所
持
の
者
じ

も
も
、
高
の
大
小
に
随
ひ
、
其
村
へ
割
家
候
諸
役
う
な

る
き
相
出
し
申
候
。
依
之
農
作
の
所
盆
甚
に
無
之
故
、

十
に
八
九
は
困
窮
仕
る
ザ
』
芭
に
御
座
候
」
o
農
民
生
活
の

如
何
に
窮
迫
せ
る
も
の
な
b
し
か
は
否
定
す
る
ヤ
』
言
が

出
来
な
い
。

真
に
翻
っ
て
現
時
の
調
査
に
よ
る
農
家
経
済
の
数
字

を
見
る
吉
、
号
れ
は
主
ご
し
て
農
民
側
か
ら
の
敷
字
で

あ
る
芭
思
ふ
が
、

h
H
h
v

地
主
だ
け
が
多
少
利
盆
を
事

げ
、
自
作
農
小
作
農
共
に
損
失
を
蒙
っ
て
居
る
こ
亡
、

な
っ
て
居
る
。
然
し
以
上
の
三
例
花
り
で
は
、
近
世
花

け
の
こ
吉
、
し
て
も
、
数
字
的
に
立
設
す
る
に
は
不
十

分
で
あ
b
、
況
や
大
正
の
時
代
の
数
字
ピ
比
較
す
る
こ

t
は
無
謀
で
あ
る
。
私
は
花
い
我
圏
逗
世
に
お
け
・
る
農

民
生
活
の
朕
態
を
知
る
側
面
的
材
料
の
一
部
Z
し
て
、

之
を
議
に
掲
げ
た
の
み
で
あ
る
こ
ご
を
断
っ
て
お
く
。

第
十
九
巻
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